
尾道市立浦崎中学校

改善計画

7月 1月

■多様な学びの選択肢のある授業
生徒一人ひとりの特性や学習進度、学習到達度な度
に応じて、選択肢のある教材の柔軟な提供や、個別
の支援により基礎的・基本的な知識技能の確実な定
着を図る。

■学ぶ意欲の向上と知識・技能の定着
「まなびチャレンジ」
試験期間中の６時限目は、各教科の目標達成に向け
て、自分なりの計画と、自分なりの方法で学びを進
め、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図
る。

■自立した学び手の育成「マイプラン学習」
各教科の一部の単元において、自ら学習計画をた
て、多様な学習材やICTの活用などによる学習方法
により、自ら調整を図りながら学びを進める力を育
成する。

□生徒質問紙「マイプラン学習
では、分からないことや詳しく
知りたいことがあったときに、
自分で学び方を考え、工夫する
ことはできていますか」の問い
に肯定的な回答をした生徒の割
合

８０％
以上

■総合的な学習の時間｢まなびクエスト｣の充実
｢ローカル｣郷土"浦崎"の生活と自然から、｢グローバル｣国
際協働学習を通して、本物の社会に当事者として向き合う
学びの充実を図る。
・１年生｢海の森プロジェクト｣
・２年生｢生き方と働き方｣｢世界のとびらをひらく」
・３年生｢アートマイルプロジェクト｣
　　　　｢人生の扉をひらく｣

□生徒アンケート「『まなびク
エスト』の時間では、学級の生
徒との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、新
たな考え方に気づいたりするこ
とができていますか」の問いに
肯定的な回答をした生徒の割合

８０％
以上

■生徒による自治活動の充実
生徒会活動や「ええじゃん・SANSAがり」「浦崎
大運動会」「中学校音楽コンクール」などの行事
は、生徒が主体となって成功をめざし、多くの生徒
とともに感動を味わいながら企画・運営を実践的に
学ぶ場とする。

□生徒アンケート「浦崎中学校
は、何事にも一生懸命に取り組
むことができる学校だと思う」
の問いに肯定的な回答をした生
徒の割合
＊生徒が掲げた「めざす学校
像」と関連する問い

８０％
以上

■特別授業「まなびスペシャル」の充実
各界の著名な講師との出会いで社会を意識し、自ら
の生き方を見つめる学びの充実を図る。
・ゲストティーチャー
　小林紀子バレエシアター（文化芸術）
　広島サンダーズ（スポーツ）
　廣中正樹氏（世界平和）

□生徒アンケート「特別授業で
は、自分自身を見つめたり、こ
れからの自分自身の在り方や生
き方を考えたりすることができ
ましたか。」の問いに肯定的な
回答をした生徒の割合

８０％
以上

■「学校が楽しい」と実感できる学校づくり
生徒が「自分らしくいられる」「挑戦できる」「つ
ながりを感じられる」学びの場を、生徒とともに創
り上げる。

□生徒アンケート「学校に行く
のは楽しいと思いますか」の問
いに肯定的な回答をした生徒の
割合

100%

■秩序と活力のある教職員風土の醸成
生徒の健やかな成長と学びを支えるため、基本理念
い基づいた秩序ある組織運営と、互いの専門性を尊
重しながら意欲的に取り組む教職員風土づくりを推
進する。

□教職員アンケート「私は、学
校教育目標の達成に向けた取組
に参画している」の問いに肯定
的に回答をした教職員の割合 ９０％

以上

■業務改善・働き方改革の推進
教職員のワークライフバランスの実現と、より豊か
な教育活動の推進の両立を図ることを目指す。
・業務の精選と見直し
・業務分担の適正化とチームでの支援体制
・教職員の意識改革

□時間外勤務が ４５時間以下
（月）である教職員の割合

６０％
以上

　

□全国学力学習状況調査・標準
学力調査（学校独自の調査を含
む）において、正答率が全国平
均正答率を上回った生徒の割合

５0％
以上
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○各学年で実施している「まなび
クエスト」においては、社会に開
かれた教育活動を生徒が主体にお
こなうことにより、有意義な活動
になっている。

○ええじゃん、浦崎大運動会など
の学校行事では委員会を設立し、
生徒が企画・運営をおこない実践
的な学びの場になるように支援し
た。

○様々な講師との出会いを通じ
て、生徒自身が自己を見つめる機
会を提供できている。今後も様々
な場面を教育活動で提供してい
く。
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a ビジョン
　本校に通うすべての生徒が、自分の人生をしあわせに、そして希望をもって歩んでいけるよう、
　「未来を生きる力」を育む教育を目指す。

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０
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○各種学力調査（国語・数学・理
科）の結果は、１年生から、２年
生、３年生と学年が上がるにつれ
て全国平均を上回ることが難しく
なっている。また、学年・教科に
よっては、全国平均から大きく下
回る結果もあり、基礎的・基本的
な知識・技能の定着に大きな課題
がある。

○今年度から、本格的に取り組ん
でいるマイプラン学習(生徒自身
が学習進度を調整しながらおこな
う学習方法)では、生徒自身が自
己調整しながら学習に取り組むこ
とができている。上記の学力調査
の実態を踏まえながら、個別最適
な学習支援をおこなう必要があ
る。
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令和７年度　学校評価表

自己評価 学校関係者評価評価計画

a ミッション

学校教育目標 「未来を生きる力を育む」　　　＜育む３つの資質・能力> 基礎的基本的な知識・技能 ✖ 「主体性」「協働性」「創造性」

令和７年度に期待したいこと（スクールミッション）／尾道市教育委員会

地域力を生かし 「オール浦崎」で取り組む 主体的に学ぶ力の育成
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・生徒主体で、自ら考えて行動する考えが
生徒に伝わり実行されていると思う。

・「マイプラン学習」の達成値は高いが、
各種学力調査の結果で学年が上がるにつれ
て、全国平均を上回ることが難しかった
り、基礎的・基本的な知識・技能の定着に
課題がある。

・それぞれの教科に興味を持てるように工
夫する。

・生徒、それぞれ苦手なところは必ずある
と思うが、逆に得意なところもあると思
う。マイプラン学習では、改めて自身のこ
とを客観的に見れ、分析できるので良い取
り組みだと感じる。

○基礎的・基本的な知識技能の確実な
定着を図るため、小学校高学年児童と
中学1年生の授業をそれぞれの教員が
相互に参観する等、教科の系統性を踏
まえ授業を構想する。
○「まなびチャレンジ」の取組で、各
教科の目標達成に向けて、自分なりの
計画と自分なりの方法で学びを進める
ことを通して、生徒一人一人が基礎
的・基本的な知識・技能の確実な習得
を図る。また、小規模校の特性を活か
し、教科や学年の枠を超えて、
PDCAサイクルで生徒の学びが進む
よう伴走・支援していく。
○「マイプラン学習」の取組では、指
導の個別化と学習の個性化を軸とし、
深い教材研究と多様な学びの選択肢を
学習環境として整え、生徒一人一人が
学びを自己決定・自己調整する。(一
人一単元の挑戦/年間)

〇「まなびクエスト」では、各学年が
計画的に取り組む。自ら計画・立案
し、仮説を立て、実践・検証していく
ことで、生徒自身が当事者意識を持っ
て本物の社会に参画できる教育活動を
行う。特に９月以降、これまでの計
画・準備に基づいて検証・活動を行
い、改善を図っていく。
○自治活動充実のため、生徒のアイデ
アや意見を取り入れながら、引き続き
実行委員会形式で生徒主体の活動を促
す。また、生徒会役員選挙に伴う執行
部の引き継ぎも丁寧に行い、生徒が掲
げた「めざす学校像」実現に向け、伴
走・支援する。
○ 「まなびスペシャル」Ⅰ･Ⅱ･Ⅲで
得た知見やその視点を、普段の学校生
活に生かし活用・表現できるよう、ま
なびの環境整備を整える。

○全生徒が、学校に登校することに意
義を持ち、「学校に行くのが楽しい」
と答える生徒100％となるよう、２
学期当初に全員面談を行う。面談で得
た情報は共有し、丁寧な生徒観察を学
校全体で行い、背景や要因を探るとと
もに保護者連携を密に行う。
○学校教育目標の達成に向けて、生徒
の変容していく姿から、取組に参画し
ているかどうか判断していく。
○積極的な業務改善（５時間授業の推
進など）を行う。時間外勤務を月45
時間以下にすることを各教員が意識
し、子どもと向き合う時間の確保を通
して教育の質の向上と、ワークライフ
バランスで豊かな生活と両立を図る業
務遂行の風土を作っていく。

・学校主催の「まなび」シリーズは、生徒
にとっても地域にとっても非常に良いと思
う。

・学校のスピード感を持った特別授業やえ
えじゃんなどの生徒の取り組みなどは評価
できる。

・生徒間で話し合う活動で考えを深めた
り、新たな考えに気づいたりの達成値
100％はたいへん良いことだと思う。

・生徒が主体となって、活動、行事を企
画・運営することは、さらに進めていって
もらいたい。

・4月から学校の様子を見せてもらってい
るが、去年と比べると落ち着いており、良
くなっていると思う。

・アンケート結果に基づいて個別のヒアリ
ングが必要な時は実施して欲しい。

・生徒が楽しく学校にこれる様に、個別の
聞き取りなどが必要かと思う。

・学校生活での様々なことに対し生徒と話
す機会を作っていると思う。中学生という
難しい時期だが、改めて大人も良い距離で
見守る必要があると感じる。

・様々な分野で働き方改革がいわれる中、
以前に比べれば改善されていると思うが、
さらに効率的な業務改善が必要である。
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○登校することに対して、肯定的に
回答した生徒の割合は７7％であっ
た。否定的な回答をした２割の生徒
を含め、全生徒に対し、生徒の実態
をみとり、個別の伴走・支援の充実
をおこなっていく。

○学校教育目標の達成に向けた取組
に参画した教職員の割合は100％で
あった。生徒の健やかな成長を成長
と学びを支えられるよう、より良い
参画について協議し、実践する。

○時間外勤務45時間以下(月ごと)の
達成率は87％であった。ワークラ
イフバランスの実現でより豊かな教
育活動推進のため、引き続き業務の
チーム支援体制、見通しを持った業
務遂行に取り組む。
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